
ＯＢ会報第80号 2022.4.16 

■ 観天望  （編集委員会から） 

編集委員長 石垣（20期） 

 

例年4月発行のＯB会報は総会関連の記事が無く、記事の量が少ないので、いつも編集に頭を悩ましていま

す。しかし、本号では「苗名小屋便り」の原稿量が多いため助かりました。例年以上の積雪のため、ＯＢや現役

が小屋に入って除雪作業を行い、小屋を維持していただいております。特に除雪のために毎月小屋に入っている

ＯＢには頭が下がります。除雪の状況などは苗名小屋便りに詳しく記載されていますのでご覧ください。写真も

たくさん載せましたので、冬季の小屋の状況が良く分かると思います。尚、2月の最終日の朝食風景の写真は、

交代で撮影した写真を簡便的につなぎ合わせたものなので、多少ズレていますがご容赦ください。 

私は3年ぶりに20期の同期2人と共に2月に小屋に入りました。先輩ＯＢの安藤さん、竹村さん、小口さん

はさすがです。除雪作業から食事作りなどの小屋の生活まで、全てにおいて手際が良く感服しました。除雪作業

初心者の20期3人は先輩に尋ね、その指示に従って動くだけでしたが、的確な指示のため多少は作業に貢献で

きたと思います。築50年を超えた苗名小屋を維持するのは大変です。年配のＯＢだけではなく、若手のＯＢや

現役の力が必要だとつくづく思いました。ＯＢ会員の皆様、まずは春夏秋冬の苗名小屋を訪れてください。楽し

いですヨ。我々の貴重な財産である小屋をこれからも守っていきましょう。 


